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わ
か
た
け
園

杉
の
子
学
園

等
利
用
者
負
担
額
の
一
部
を
助
成

９９月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

９
月
定
例
会
が
、
９
月
６
日
か
ら
１０
月
３
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
市
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本
的
事
項
や
市
民
参
画
の
た
め

の
具
体
的
な
仕
組
み
を
定
め
る
自
治
基
本
条
例
案
を
始
め
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
を
受
け
て
、
本
年
１０
月
か
ら
わ
か
た
け
園
、
杉
の
子
学
園
な
ど
で
使
用
料

等
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
保
護
者
の
急
激
な
負
担
増
を
緩
和
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
平
成
１８
年
（
２
０
０
６
年
）
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１７
年
（
２
０
０
５
年
）
度
の
一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
並
び
に
水

道
・
病
院
会
計
の
決
算
認
定
は
、
継
続
審
査
と
し
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、

１２
月
定
例
会
ま
で
の
閉
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主

な

条

例

○
自
治
基
本
条
例

市
民
自
治
の
確
立
を
目
的
に
、
市

民
自
治
の
基
本
理
念
及
び
運
営
原
則

を
定
め
、
情
報
共
有
、
市
民
参
画
、

協
働
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

本
年
１０
月
か
ら
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
７０
歳
以
上
の
者
が
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
負
担
す
る
医
療
費
の
割

合
を
、
２
割
か
ら
３
割
に
改
定
す
る

も
の
で
す
。
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

○
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

本
年
１０
月
か
ら
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
者
が
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

負
担
す
る
医
療
費
の
割
合
を
、
２
割

か
ら
３
割
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

○
肢
体
不
自
由
児
母
子
通
園
訓

練
施
設
条
例
及
び
知
的
障
害

児
通
園
施
設
条
例
の
一
部
改

正本
年
１０
月
か
ら
施
設
を
原
則
、
利

用
者
の
保
護
者
と
施
設
の
契
約
制
度

に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
費
用
の
原
則
１
割
の
使
用
料

及
び
食
費
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

（
審
査
内
容
の
一
部
は
４
面
に
掲
載
）

人

事

９
月
定
例
会
で
は
、
次
の
方
々
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
（
任
期
３
年
）

桃
山
台
３
丁
目
４
番
９
号

福

田

行

惠

氏

桃
山
台
５
丁
目
３
番
２
―

５
０
５
号

野

上

あ

や

氏

片
山
町
１
丁
目
１
番
３
６
０
２
号

的

場

智

子

氏

予

算

１

一
般
会
計

平
成
１８
年
（
２
０
０
６
年
）
度
一

般
会
計
予
算
は
５
億
４
３
１
万
円
が

補
正
さ
れ
、
総
額
が
１
０
０
１
億
１

９
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
旧
南
竹
見

台
小
学
校
を
多
目
的
施
設
に
改
修
す

る
た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
に
３
０

０
万
円
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

に
伴
う
地
域
生
活
支
援
事
業
の
利
用

者
負
担
額
を
市
独
自
に
引
き
下
げ
て

助
成
す
る
事
業
に
６
６
８
万
円
、
わ

か
た
け
園
、
杉
の
子
学
園
な
ど
の
利

用
者
負
担
額
を
４
年
間
市
独
自
に
引

き
下
げ
て
助
成
す
る
事
業
に
４
３
６

万
円
、南
工
場
跡
地
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
に
よ
る
汚
染
土
壌
の
処
分
な
し
き
ん

ど
の
費
用
に
１
６
４
１
万
円
、
紫
金

ざ
ん山
公
園
整
備
事
業
に
２
億
７
０
６

８
万
円
、
岸
一
地
区
公
民
館
用
地
購

入
費
に
１
５
２
４
万
円
な
ど
で
す
。

２

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
電
算

シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
う
経
費
に

８
１
３
万
円
、
保
険
料
の
平
準
化
、

財
政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
へ
の
拠
出
金

に
１１
億
７
１
９
５
万
円
が
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
の
国
・
府
支
出
金

等
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
な
ど
と
し

て
、
介
護
保
険
会
計
で
は
、
１
億

５
９
１
３
万
円
、
老
人
保
健
医
療
会

計
で
は
、
２
３
１
７
万
円
、
国
民
健

康
保
険
会
計
で
は
、
１
１
８
万
円
が

補
正
さ
れ
ま
し
た
。

契

約

の

締

結

○
（
仮
称
）
療
育
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
（
建
築
工
事
）

（
５
億
３
１
９
３
万
円
）

○
（
仮
称
）
療
育
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
（
機
械
設
備
工
事
）

（
１
億
９
２
０
４
万
円
）

○
南
吹
田
下
水
処
理
場
汚
泥
処

理
施
設
建
設
工
事
（
建
築
工

事
）

（
４
億
３
４
１
９
万
円
）

継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願

９
月
定
例
会
で
は
、
５
月
定
例
会

で
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
１
件
を

引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

○
吹
田
市
法
外
援
護
事
業
に
お

け
る
夏
期
・
歳
末
見
舞
金
制

度
の
継
続
を
求
め
る
請
願

要
望

陳
情

５
月
定
例
会
閉
会
後
、
次
の
要

望
・
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
吹
田
市
立
青
山
台
小
学
校
の
規
模

適
正
化
に
関
す
る
要
望
書

○
中

国
に
お
け
る
法
輪
功
学
習
者
の
臓
器

摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
打
切
り
の

調
査
と
改
善
の
た
め
政
府
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

○
多
重

債
務
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
出
資

法
及
び
貸
金
業
規
制
法
改
正
を
求
め

る
意
見
書
採
択
の
要
請
書

○
道
路

整
備
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出

の
要
請
書

○
障
害
児
の
放
課
後
施

策
に
関
す
る
要
望
書

○
安
全
・
安

心
の
医
療
と
看
護
の
実
現
の
た
め
医

師
・
看
護
師
等
の
増
員
を
求
め
る
陳

情
書

○
地
域
保
健
医
療
に
関
す
る

要
望
書

○
肢
体
障
害
者
の
自
立

（
自
律
）生
活
を
守
る
た
め
の
地
域
生

活
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
要
望
書

○
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
早
期
救
済
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
書

○
医
療
機
関
に
よ
る
カ
ル
テ
廃
棄
の

阻
止
に
向
け
た
働
き
か
け
に
関
す
る

陳
情
書

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に

よ
る
障
害
児
施
設
へ
の
応
益
負
担
、

自
己
負
担
導
入
に
対
す
る
対
応
を
求

め
る
陳
情

○
破
壊
・
消
滅
が
危
惧

さ
れ
る
吹
田
操
車
場
遺
跡
を
守
る
た

め
の
要
望
書

○
吹
田
市
小
・
中
学

校
の
学
校
規
模
適
正
化
第
二
期
実
施

計
画（
案
）に
関
す
る
陳
情
書

○
障

害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
地
域
生

活
支
援
事
業
に
か
か
わ
る
要
望
書

決
算
・
企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
１７
年
（
２
０
０
５
年
）
度
の

一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
並
び
に
水

道
・
病
院
の
事
業
会
計
、
あ
わ
せ
て

１２
件
の
決
算
が
９
月
定
例
会
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
決
算
を
審

査
す
る
た
め
、
二
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
閉
会
中
に
前
年
度
予
算

の
執
行
状
況
と
効
果
に
つ
い
て
審
査

し
ま
す
。

こ
の
審
査
結
果
は
、
１２
月
定
例
会

で
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
各
特
別

委
員
会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

藤

木

祐

輔

副
委
員
長

坂

口

妙

子

委

員

奥

谷

正

実

委

員

池

渕

佐
知
子

委

員

和

田

学

委

員

桑

原

薫

委

員

塩

見

み
ゆ
き

委

員

野

村

義

弘

委

員

藤

川

重

一

委

員

曽
呂
利

邦

雄

企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

伊

藤

孝

義

副
委
員
長

木

村

裕

委

員

島

晃

委

員

六

島

久

子

委

員

寺

尾

恵

子

委

員

山

本

力

委

員

梶

川

文

代

委

員

柿

原

真

生

委

員

村

口

始

委

員

中

野

紀
世
志
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請

願
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